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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビィ”

No.191

〇安中小学校
やさしさ　思いやりの数だけ　相手を笑顔にする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木　帆乃
「大丈夫？」　みんながもとう　助ける勇気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅井　駿希
〇原市小学校
抜かないで　心を繋ぐ　コンセント　　　　加藤　　珀
価値観を　尊重しあおう　友達と　　　　　田島　己暖
〇磯部小学校
みんなで作ろう　思いやりあふれる　友だちの輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡村　結斗
「あいつきらい。」　言ってもいいの？　その言葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村井田実璃
〇東横野小学校
そのなやみ　分かち合えたら　笑顔さく　　臼田絵玲奈
学校で作るよ　楽しい友達の輪　　　　　　山田　悠晴
〇碓東小学校
友達の一言で　うれしくなったり　悲しくなったり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村向太郎
一人一人の個性　大切に　笑顔の輪　つなげよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田聡太郎

〇秋間小学校
ありがとう　その一言で　ほっかほか　　田島　　唯
大丈夫？　その一言で　心のきずが治っていく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多屋いずみ
〇後閑小学校
差し伸べる　その手を待ってる　友がいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙玉　悠斗
〇松井田小学校
「ありがとう」　その一言で　あふれる笑顔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤石　紗楽
色・形・考えかたがちがっても
　　　　　　いつかわかり合えるよね　　吉田　　匠
〇臼井小学校
楽しくね　心の底から　笑える社会　　　森田　大地
大丈夫？　その一言が　未来を変える　　原田　咲希
〇西横野小学校
その言葉　言ってOK？　よく考えて　 　須田　汐空
〇九十九小学校
やさしさの輪　みんなで広げよう　　　小板橋ほのか
友達と仲良くするコツ　いいねと笑顔　　前村　瞭太
〇細野小学校
比べないで　得意不得意　みんなある　　絹川　雅斗
元気に言おう　心をつなぐ　あいさつを　坂本　嵐矢
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〇安中小学校
育てよう「優しい心」と「認める心」　　　内田　弥子
創ろうよ　一人一人が輝ける
　　　　　　　　個性が豊かな　未来を　　氷見優莉奈
〇原市小学校
優しさが　あればあるほど　花が咲く　　　篠原みゆ花
一人が笑うと　みんなが笑う
　　　　　みんなが笑うと　心がつながる　林田　明歩
〇磯部小学校
暗やみを　明るくともす　優しい言葉　　　津金澤昊汰
聞かせてね　君のこと　
　　　　　　聞いてほしいな　ぼくのこと　磯野　太志
〇東横野小学校
大丈夫？　その一言で　あふれる笑顔　　　新　　來花
目ざそうよ　笑顔あふれる　明るい世界　　岩井　桃佳
〇碓東小学校
伝えよう　やさしい想いを　あなたへと　　内川　幸大
「ありがとう」　その一言で　小さな幸せ　長井　太希　　
〇秋間小学校
広げよう　笑顔の「輪」　
　　　　　つなげよう　命の「たすき」　　矢島　一奈
みんなの笑顔　作る秘密は　ふわふわ言葉　渡部　　蓮
〇後閑小学校
友達の　ささいな　SOSも　見逃さない　　秋山　銘汰
笑顔の木　いっぱい　花を咲かせよう　　　新井　彩心
言葉の力　みんなでやさしく　使っていこう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　叶夢
どうしたの　ぼくがいるから　泣かないで　中山創太郎

〇松井田小学校
見てるだけ？　行動すれば　きっと人権守られる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　　陸
忘れないで　あなたもみんなも　
　　　　　　　だれかにとっての宝物　　細矢　柚葉
〇臼井小学校
一人じゃない　私がいるよ　大丈夫　　　佐藤さくら
いじめして　自分の心に　傷がつく　　　原田　和花
〇西横野小学校
見つめよう、友達の心
見つけよう、友達のよいところ　　　　　柏﨑　希未
ひろげよう　心があたたまる　「ありがとう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒崎　瑠奈
〇九十九小学校
友達は　困った時に　そばにいる　　　　中澤　　楓
あなたのその「あたりまえ」　改めてみませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栁澤　希美
いじめという壁を　ぶち壊そう　　　　　住吉　奏流
気がついて　私の言葉と　心の言葉　　　武田　菜帆
〇細野小学校
一人一人に親切を　未来をつくる思いやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井　悠香
ありがとう　素直な気持ちがつなぐ　心の輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤巻いろは
みんなが笑顔になれたなら
　　　　　　明るい未来が待っている　　吉井　日乃
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私
は
、
連
合
群
馬
西

部
地
域
協
議
会
の
代
表

と
し
て
こ
の
委
員
会
に

参
加
し
て
い
る
。
同
じ

よ
う
に
働
く
方
と
話
す

際
に
、
愚
痴
と
し
て
よ
く
こ
ぼ
れ
る
言
葉
で
「
人

手
が
足
り
な
い
」
と
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
よ
く
耳
に
す
る
少
子
化
や
、
実
際
に
働

い
て
い
る
人
が
高
齢
に
よ
り
減
っ
て
い
る
こ
と
、

後
継
者
が
い
な
い
な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
の

だ
と
思
う
。
私
は
機
械
メ
ー
カ
ー
の
工
場
に
勤
め

て
お
り
、
腕
力
を
必
要
と
す
る
場
面
の
多
い
仕
事

で
、
男
性
中
心
の
組
織
に
身
を
置
い
て
い
る
。

　
今
回
の
主
題
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
は
、
基
本

法
や
白
書
等
色
々
と
資
料
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
私

な
り
に
か
み
砕
い
て
解
釈
す
る
と
、
働
く
人
が

「
男
女
問
わ
ず
多
様
な
人
間
が
活
躍
す
る
社
会
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
問
題
一
つ

の
会
社
の
み
で
ど
の
よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
、

難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。

　
前
述
し
た
同
じ
よ
う
に
働
く
方
の
一
部
に
、
機

械
・
金
属
産
業
を
中
心
と
し
て
働
く
集
ま
り
で
Ｊ
Ａ

Ｍ
と
い
う
産
業
別
労
働
組
合
が
あ
る
。
代
表
と
し

て
会
議
等
に
出
席
す
る
際
、
女
性
の
活
躍
推
進
が

議
題
に
上
が
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
集
ま
り
で

は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
に
い
る
女

性
の
割
合
を
3
割
程
度
に
す
る
と
い
う
社
会
的
目

標
「
2
0
2
0
3
0
」
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
６

年
よ
り
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
よ

る
と
、
少
数
派
だ
と
し
て
も
3
割
い
れ
ば
全
体
の

意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
理
論
に
由
来

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
状
で
は
約

10
％
で
あ
る
。
ま
た
、
私
の
会
社
で
は
数
％
で
あ

り
、
2
0
2
2
年
に
な
っ
て
も
目
標
と
実
態
に
大

き
な
差
が
あ
る
。

　
工
場
内
だ
と
事
務
仕
事
の
部
署
に
は
女
性
が
配

属
さ
れ
る
も
の
の
、
指
導
的
地
位
に
い
る
女
性
は

非
常
に
少
数
で
あ
る
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
打

診
の
あ
っ
た
女
性
が
辞
退
す
る
と
い
う
場
合
も
あ

る
と
い
う
。
上
の
立
場
に
な
れ
ば
他
部
署
と
の
打

ち
合
わ
せ
等
が
あ
り
、
現
場
の
や
り
方
を
知
ら
な

い
と
難
し
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
の
問
題
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
、
今

期
か
ら
組
合
と
し
て
目
安
箱
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
氏
名
と
相
談
内
容
を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
元
に
相
談
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

た
だ
し
、
設
置
を
し
た
も
の
の
ま
だ
投
函
は
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
投
函
し

や
す
い
の
か
、
相
談
し
や
す
い
職
場
環
境
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

働
く
人
が「
男
女
問
わ
ず

　
　
多
様
な
人
間
が
活
躍
す
る
社
会
」へ

　
安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　栗
田
　
知
明

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
」（
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
通
し
て
し
か
実
態
が
つ
か
め

な
い
遺
品
）に
つ
い
て
、
遺
族
か
ら
、
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
わ
か

ら
ず
定
期
購
入
や
月
額
制
の
サ
ー
ビ
ス
を
解
約
で
き
な
い
、
ロ
ッ
ク

が
解
除
で
き
ず
端
末
内
の
電
子
マ
ネ
ー
や
ネ
ッ
ト
取
引
の
状
況
が
把

握
で
き
な
い
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
終
活
の
一
環
と
し
て
、
端
末
の
ロ
ッ
ク
解
除
方
法
、
退
会
が
必
要
な

サ
イ
ト
と
そ
の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
関
連
の
金
融
資
産
な

ど
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
記
し
、
家
族
な
ど
に
伝
え
る
手
段
を
講

じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
遺
族
の
人
は
、
ま
ず
契
約
先
に
手
続
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー「
見
守
り
新
鮮
情
報
」第
4
3
0
号
か
ら
作
成
）

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
事
例
１
】

　
先
日
父
が
亡
く
な
っ
た
。
父
が
契
約

し
て
い
た
通
販
サ
イ
ト
の
有
料
会
員
を

解
約
し
た
い
が
、
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド

が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
会
員
ペ
ー
ジ
に

ロ
グ
イ
ン
で
き
ず
、
手
続
が
何
も
で
き

な
い
。

【
事
例
2
】

　
亡
く
な
っ
た
夫
が
利
用
し
て
い
た
決

済
ア
プ
リ
の
残
高
が
8
万
円
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
夫
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ロ
ッ
ク
が
解
除
で
き
な
い

た
め
、
詳
細
が
確
認
で
き
な
い
。

生
前
整
理
　デ
ジ
タ
ル
遺
品
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
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－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

に
い
ま
る
に
い
ま
る
さ
ん
ま
る
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